
田辺市・白浜町・上富田町

和歌山地方気象台・和歌山県

資料－５

各構成機関における取組事例について



①事業目的

近年の豪雨による水害事情を踏まえ、警戒すべき河川水位等の状況をリアルタイムに把握する

ことにより、本市が行うべき対策・対応の的確化や、巡視活動による災害リスクの回避・軽減等に

繋げるため、河川監視カメラシステムを導入した。

②事業概要

熊野川支流（三越川、四村川、大塔川）３箇所にカメラを設置し、その映像を田辺市役所本庁（２

部署）、本宮行政局、消防本部及び本宮分署へインターネット回線及び庁内ネットワークを利用し

て伝送する。伝送された映像はモニタリング用ディスプレイに表示させるとともに、映像記録装置

に記録することもできる監視カメラシステムを整備した。

③設置箇所

（１）カメラ設置箇所

１）【三越川】道の駅ほんぐう

（和歌山県田辺市本宮町伏拝）

２）【四村川】請川橋

（和歌山県田辺市本宮町請川）

３）【大塔川】川湯温泉

（和歌山県田辺市本宮町川湯）

（２）映像監視箇所

１）田辺市役所本庁舎３階【防災まちづくり課内】

２）田辺市役所別館１階【管理課内】

３）田辺市役所本宮行政局２階【総務課内】

４）田辺市消防本部３階【指令室内】

５）本宮分署２階【事務室内】

道の駅ほんぐう（三越川）

川湯温泉（大塔川）

請川橋（四村川）

取組内容 河川監視カメラシステムの導入

取 組 概 要
田 辺 市
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取組内容 避難勧告等の発令について

平成30年度の
取組

● 避難勧告等の発令に着目したタイムラインの策定

白浜町

取組概要 タイムライン

課題

当協議会事業計画において「避難勧告等の発
令に着目したタイムラインの策定」を取組項目
とし、白浜町内の水位周知河川の富田川、日
置川の２河川において、「いつ」、「誰が」、「何
をするのか」について、関係機関と連携した風
水害対応を3日前（７２時間前）からの行動基準
として策定した。

関係機関（担任業務の概要）：
気象庁：台風接近や大雨等気象情報の伝達
県（振興局）：河川水位、氾濫危険情報の伝達

関西電力：殿山ダム放流量、停電、停電復旧
等の情報共有

白浜町：災害対策本部の設置、住民への避難
情報の伝達、各部署や避難所との連携

３０年度の運用に基づき作成している。
令和２年度に県が公表予定の「想定
最大規模降雨による洪水浸水想定区
域図」により、見直しや再検討が必要
と考えている。
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○２回にわたる事前説明と実施予行により、学校職
員がＧｐ指導員として参加、学生教育効果が向上
●本来、時間に余裕を与えないように状況付与カー
ドを付与するが、学校側の要望により、付与回数を減
らし生徒同士で話し合い課題解決する時間の余裕を
与えた。

取組内容 防災に関する啓発活動について

平成30年度の
取組

● 小中学校と連携した防災教育の実施

白浜町

取組概要 避難訓練の様子

課題

日時：平成３０年１１月１日（木）
午後１時２５分～午後３時３０分

場所：町立富田中学校体育館
参加者：中学２年生７５名
訓練経緯：

３ヶ年一貫教育「防災」の２年目として体験型講
習の調整を受け、訓練内容から調整、計画
目的：

避難者としての心構え及び避難所運営におい
て協力できることを考えさせる機会とした。
概要：

事前講習後、数名ずつのグループとなり避難
所運営リーダーとして状況付与に基づき、避難
者に配慮しながら課題解決に向け取り組み、
避難者としての心構えや協力できることを学ぶ。

参加機関：町立富田中学校、白浜町社会福祉
協議会、消防本部、白浜町
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取組内容 台風２０号・21号・２４号の対応について

平成30年度の
取組

● 台風２０号・２１号・２４号の対応について

上富田町

取組概要

〇台風２０号（平成３０年８月２３日）
避難準備・高齢者等避難開始 15時00分（町内全域 7120世帯 15,570人）
避難勧告発令 23時35分（町内全域 7120世帯 15,570人）
避難所開設8ヶ所 避難者数36名

〇台風２１号（平成３０年９月４日）
避難準備・高齢者等避難開始 4時50分（町内全域 7120世帯 15,579人）
避難勧告発令 9時30分（町内全域 7120世帯 15,579人）
避難所開設8ヶ所 避難者数115名

〇台風２４号（平成３０年９月３０日）
避難準備・高齢者等避難開始 10時00分（町内全域 7120世帯 15,579人）
避難勧告発令 15時00分（町内全域 7120世帯 15,579人）
避難所開設8ヶ所 避難者数132名

〇課題 空調設備のない避難所
ペットの対応
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①降水短時間予報を15 時間先まで延長 ②台風強度予報を5日先まで延長

取組内容
防災気象情報の改善
① 降水短時間予報を15 時間先まで延長 【平成30年6月20日から提供開始】
② 台風強度予報を5日先まで延長 【平成31年3月14日から提供開始】

平成30年度の
取組

①防災対応において、大雨が予想される場合に、大雨となる時間帯や場所を
より早く把握できるように改善した。

②台風の進路・強度ともに5日先までの予報となり、防災対応における
一層の活用が期待される。

和歌山地方気象台

降水短時間予報（以前から提供）
6時間先までの各1時間降水量を約1km四方毎に予報

降水15時間予報（平成30年6月20日から提供）
7時間から15時間先までの各1時間降水量を約5km四方毎に予報

＜５日先までの進路予報＞＜３日先までの進路・強度予報＞

改善前

改善後
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取組内容
②水防に関する事項について
■河川水位等の情報提供について

平成30年度の
取組

●河川監視用カメラの追加整備（左会津川、富田川、日置川）

和歌山県

取組概要 設置した河川監視カメラ 河川監視カメラ画像

・H30年度に洪水予報河川、水位周知河川の各基準観測局における

受け持ち区間内の危険箇所や過去に浸水した箇所等を直接監視

する河川監視カメラを設置

・設置した河川監視カメラ

水位周知河川：左会津川（田辺市） ２箇所

富田川（白浜町、上富田町） ２箇所

日置川（白浜町） １箇所

カメラ標準図

カメラ詳細図

※危険箇所：洪水予報河川、水位周知河川の各基準観測局において、
氾濫危険水位等の水位設定の対象となる箇所

西牟婁地域

富田川

日置川

左会津川

富田川
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取組内容
①情報伝達、避難計画等に関する事項
■想定される浸水リスクの周知

平成30年度の
取組

●想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域図の公表（左会津川、富田川、日置川）

和歌山県

取組概要

【目的】
○想定を超える洪水氾濫が発生するなか、計画や施設能力を上回る洪水氾濫に対し、人命を
守るなど被害の軽減を図ることを目的として、想定し得る最大規模降雨による洪水を想定し、
住民の安全な避難行動、災害拠点の機能確保などを推進するもの。
（平成27年5月水防法改正及び平成27年9月関東・東北豪雨災害）

【今後の予定】
○富田川、日置川については、現在検討中であり、今年度中に公表予定

浸水想定区域（計画規模（既往）） 浸水想定区域（想定最大規模）

紀伊田辺駅

田辺市役所田辺市役所
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